
 

   

 

本校における学力向上のための取組 

 

 

１．「取組の重点①」（算数科において） 

（１）習熟度別指導推進教員との連携による授業（３・４・５年）と複数体制による TT 授業・習熟度別指導

の授業 

○子どもの希望とレディネステストにより，「基礎コース」と「標準コース」に分け，指導を行う。 

○２つのコースの相違点を，①復習時間の有無，②問題の数値の難易度，③具体物の扱い方，④言語活動

の方法等に置き，単元の内容や児童の実態から，重点を置くべき内容を判断するようにする。 

○児童の希望や実態から学習途中でのコース変更も認める。習熟度別指導推進教員と学級担任は，連絡を

密にして，学習進度をそろえる。 

 （２）算数的活動の充実 

○ワークシートを活用して自分の考えをまとめたり説明したりする活動を組むことにより，また学習の振

り返りを必ずすることにより，「考える場」を位置づけて授業を行う。 

   ○活用を意識した授業展開を考えていく。 

 （３）ペア学習・グループ学習の取組 

○課題をよく把握できない児童が「わからない部分」を共有したり，自分の考えを相手に伝えたりする場

としての「交流する場」を，基礎コースではペア学習，標準コースではペア・グループ学習を位置づけ

て授業を行う。 

○ペア・グループ学習における「話す」「聞く」めあての設定 

○基礎コースのペア学習については，協調学習的指導（①教科書に登場する２人～３人の人物の考えをヒ

ントに自分の考えを持たせる②同じ考えの人物をヒントにした者同士でペア学習③違う考えの人物をヒ

ントにした者同士でペア学習）に取り組む。 

   ○標準コースでは、自力解決をもとにしたペア・グループ学習指導に取り組む。 

 （４）単元計画の児童との共有 

○単元の見通しを持たせるために，単元計画を児童に渡し，それに沿って１時間ごとに振り返りをする。 

 

２．「取組の重点②」（国語科において） 

（１）指導事項を明確にした言語活動の一層の充実 

  ○漢字、ローマ字の習得にむけた計画的取組。（ローマ字は、４・５・６年にも位置づける。） 

○指導事項の系統を理解した上で，学年の実態に応じた内容を選定し，単元を通して課題解決をめざす言

語活動を設定して取り組む。 

○「話すこと・聞くこと（話し手の意図・自分の意見との比較）」「要約（読むこと『説明的な文章の解釈』）

等の学習を計画的に取り入れる。 

Ⅰ「付けたい力を意識した密度の濃い授業」の創造 



 

（２）並行読書の継続 

○国語の学習の中で，教科書教材と関連させて，本や文章を読むことを位置づけている。今後も，教科書

教材と同じ著者の著書や，同じテーマの著書を並行読書させるようにすることで，様々なものの見方・

考え方や優れた叙述等に出会わせていく。 

（３）国語辞典の積極的活用 

○３年生以上で，国語の時間を中心に積極的な活用をさらに進める。 

（４）ペア学習・グループ学習の取組 

○「考える場」「考えを交流する場」をペア学習やグループ学習で取り組む。 

○ペア・グループ学習における「話す」「聞く」めあての設定 

 

 

 

  

（１）「新大分スタンダード」「豊後大野市目標達成に向けた重点的取組ステージⅢ」「授業改善５点セット」

に基づく「犬飼小アクティブラーニングシート（以下ＡＬＳ）の見直し 

（２）互見授業の取組 

○「犬飼小ＡＬ」の視点からの互見授業。 ・「犬飼小ＡＬＳ」の活用。 

（３）授業観察の取組 

○管理職による授業観察を計画的に行う。  ・「犬飼小ＡＬＳ」の活用。 

 （４）自己点検の取組 

   ○ペア・グループ学習における「話す」「聞く」めあての「犬飼ＡＬＳ」による自己点検 

 （５）中学校教員の専門性を生かす乗入授業の推進。 

   ○算数・理科・外国語活動・音楽における中学校教員の乗入指導 

 （６）教務主任・研究主任による企画・計画力の発揮と進行管理の徹底 

 

 

 

 

「補充学習」の充実 

（１）実態に応じた機動的な短期のスキルタイム体制の改善 

（２）毎週１回の全職員と保護者，地域人材による放課後ＴＲＹ学び塾並びに放課後チャレンジ教室の実施 

（３）保護者，地域人材，中学生とも連携した「夏休みＴＲＹ講座」の実施 

 

「家庭・地域との協働」の推進 

 （１）「家庭学習の約束」を通した保護者の関わりによる家庭学習の定着 

 （２）犬飼町小・中一貫教育ＴＲＹ推進協議会（豊後大野市学校運営協議会）を活用した学校支援の充実 

○TRY推進協議会学習サポーターの活用、増員 

○協働４点セットに基づく学校・家庭・地域の熟議とＰＤＣＡサイクル 

Ⅱ「組織的な授業改善」の推進 

Ⅲ 補充学習・家庭学習指導の充実 


